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Ⅰ 市場施設供用後の地下水管理システム 
 

第 7回技術会議で示した、市場施設供用後の地下水管理システムの 2案について、以下の通り概要を

まとめた。また、案 1、2のフロー図を 1-2頁、経費を 1-3頁に示す。 

 

地下水管理システムの概要 

案１ 

（有線方式） 

○ 降雨強度センサーを用い、豪雨に対する地下水の上昇を予測する。 

○ 地下水の水位観測は、圧力式水位計（有線）により行う。 

○ 水位の観測データ等は、各街区ごとのデータ集積端末を介して中央司令室までを有

線で転送する。 

○ 水位監視システム～揚水井戸稼動は自動システムとする。 

○ 揚水された地下水は、分析・処理・排水を行う。 

案２ 

（無線＋有線方式） 

○ 降雨強度センサーを用い、豪雨に対する地下水の上昇を予測する。 

○ 地下水の水位観測は、圧力式水位計（無線）により行う。 

○ 水位の観測データ等は、各街区ごとのデータ集積端末まで無線で転送し、中央監視

装置までを有線で転送する。 

○ 水位監視システム～揚水井戸稼動は自動システムとする。 

○ 揚水された地下水は、分析・処理・排水を行う。 
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【 地下水管理フロー図】 

 
図 1-1 地下水管理システムの構成（案―１：有線） 

 

 
図 1-2 地下水管理システムの構成（案―２：無線＋有線） 

案-2（無線＋有線） 

案-1（有線） 
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【 経費（イニシャルコストとランニングコスト）】 

 

 

特徴

無線＋
有線

・降雨強度センサーによる予測にて、不意の降雨に対して対応が可能である。
・降雨と地下水位との関係を把握することで、効率的かつ安価な管理が可能である。
・ケーブル断線のリスクがなくなる。
・土の置き換え、砕石盛土工等で邪魔にならない。
・施工の障害となるケーブル類を排除できる。
・多数のモニタリング箇所が存在する場合、安価となり、ネットワークの再構築も容易である。

・降雨強度センサーによる予測にて、不意の降雨に対して対応が可能である。
・降雨と地下水位との関係を把握することで、効率的かつ安価な管理が可能である。
・シミュレーターの活用で、計測データの補間・周辺環境への評価が可能である。
・可視化することで、情報の共有化、浄化事業の信頼性、透明性の向上を図ることができる。

PCにて一元管理
水質分析

PCにて一元管理
シミュレータ
可視化モジュール
水質分析

リアルタイムデータ送信
無線LAN（無線中継点）

地中無線方式（ワイヤレ
ス）水位計

1,202,900

988,600

749,200案-2

合計
（千円）

2,178,060

1,952,100
水位監視・揚水・水処理・
下水放流の連携

水位監視・揚水・水処理・
下水放流の連携

揚水・処理・排水システム イニシャルコスト
（千円）

ランニングコスト
（千円）

1,189,460

案

常時降雨量・水位モニタリ
ング

リアルタイムデータ送信案-1 有線

観測システム データ通信システム データ監視システム

 
 

 

 

 

案-1

案-2

84,100 216,000有線

無線＋
有線

22,800 26,000

22,800

小計案
ハード ソフト ハード ソフト

井戸 配管

小計

749,200

988,600

146,400 269,000

182,000 269,000

180,000 105,000

180,000 308,80047,360 29,000 10,000 1,189,460

データ通信・監視シ
ステム

84,100 216,000 803,000

803,000

46,100 43,700 10,000 1,202,900

26,000

水処理プラント 観測システム

ランニングコスト（10年）

揚水・処理・排水シス
テム

井戸 配管 水処理プラント観測システム

イニシャルコスト

データ通信・監視シ
ステム

揚水・処理・排水シス
テム

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


